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平成 18年 度 俸士課程学位論文要旨

軽度のアルツハイマー型認知症者(AD)に対して注意機能訓練を行い、記憶障害や注意障害
への有効性を検証 した。従来の報告では記憶障害は注意機能の低下によって助長されると

されており、注意機能訓練が ADの 主症状であるエピソー ド記憶障害を改善する可能性が推

測された。研究デザインは、クロスオーバー法を用いて訓練期・非訓練期を設定した。対象

者の疾患は ADで 、Clinical Dementia Rating(CDR)が0,5または 1で、日本版 Mini Mentai State

Examination(MMSE)が20点 以上とした。介入方法は、訓練期では注意の持続・選択 ・分配・転

換を標的とした注意機能訓練のみに限定し、非訓練期では直近の生活状況の聞き取りと、

脳の働きや認知症の症状と予防についての講義の時間とし、いずれも 12回ずつ行つた。評

価については認知機能全般をMMSE、前頭葉機能をFrontal Assessment Battery、記憶機能お

よび注意機能を WechSer Memory Scale一Revised(WMSR)、注意機能を Tra‖Making Test

A/B(TMT)とPaced Auditory Serial―additbn Taskを行つた。日常生活活動(ADL)と生活の質

については Disability Assessment for Dementia(DAD)、痴呆性高齢者 00Lス ケール (QOL一D)

を使用した。評価は開始前 ・非訓練期後 ・訓練期後の 3回 行い、分析は反復測定分散分析

を行つた。また、進行度別 (CDR O.5 vs CDR l)の比較と、年齢別(65歳未満 (若年群)vs

65歳 以上 (高齢群))の比較を交互作用の検定を用いて行つた。

非訓練期と比較して訓練期に効果が示された指標は、WMSRの 注意集中とTMT一Bで あっ

た。また進行度別の比較では CDRO.5群の WMSR遅 延再生、年齢別比較では若年群の QOL―D

であった。DADに ついては合計点の有意差はみられなかった。

結果から考察されたことは次の 3点 であった。1点 目は WMSRと TMT―Bは 作業記憶の評

価でもあり、訓練は注意機能だけでなく作業記憶を改善 したと考えられた。2点 目は CDRO.5

群である最軽症の ADで は近時記憶を改善したものと考えられ、認知機能がより軽度の段階

から訓練を開始する方が、介入効果が期待できると考えられた。3点 目は若年群では社会的

役書」の喪失感が大きいとされているため、訓練が生きがいの作業活動としての役害Jを果た

したと考えられた。


